
姫里ゲストハウス「いこね」＆「くじらカフェ」オープン！

あおぞら財団とは

1960年代から問題となった大気汚染公害によって、多くの人が健康被害を受けました。その責任を問う西淀川公害裁判（1978～
1998）では公害患者が勝利しました。患者は「手渡したいのは青い空」を願い、裁判の和解金の一部を使って1996年にまちづくり
組織・あおぞら財団を立ち上げました。まちづくり・資料館・環境学習・公害患者の保健・国際交流の事業を行い、持続可能な地域
づくりに取り組んでいます。

あおぞら財団が運営する「姫里ゲストハウスいこね」
が2017年12月20日（水）に正式オープンしました。
セミナーハウスとしての利用はもちろん、大阪市内
観光やビジネスなどの短期滞在、長期滞在にお気軽
にご利用いただけます。1階には掘りごたつのある
共用スペースがあります。
隣接するくじらカフェでは、朝ごはんやランチ、天然
酵母の自家製パン、ドリンクを提供しています。
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【1F】地域交流スペース「あおぞらイコバ」
会議、ギャラリー、コンサート、上映会などにご利用いただけます。
午前：1,000円／午後：1,300円／夜間：1,300円／全日：3,000円
【5F】西淀川・公害と環境資料館（エコミューズ）
西淀川公害や環境について、地域の歴史などが知りたい人は
ぜひお越しください。
開館日 月曜日と金曜日（10：00～17：00）／要事前電話予約
●いずれも、予約・お問い合わせは４F事務所へ

あおぞらビル

あおぞら財団への寄附や賛助会費は、税制上の優遇措置があります。
●賛助会員　会員の方には機関紙「りべら」などをお送りします。
　【年会費】 個人：年一口5,000円、学生：年一口2,000円、
　　　　　 法人・団体：年一口10,000円
●会費・寄附の振込先
　＊郵便振替口座 00960-9-124893　加入者名：あおぞら財団
　＊三菱東京ＵＦＪ銀行 歌島橋支店　普通 3764689
　　口座名義：あおぞら財団賛助会員

会員・寄附募集

濱口　愛
長洲　智子
坂井　新二
保木本　洋一
浅原　佳帆里
岩本　一美
田口　雄一
伊地知　紀子
飯田　貴也
新井　真
吉澤　卓
江口　健介

江口　健介
荒川　共生/摩也子
飯村　紘子
内田　龍史
赤尾　光司
藤本　芳一
金子　宮叶子
大野　のどか
池平　紀子
原　雄貴
岡村　裕成
川崎　那恵

知足　章宏
北野　真由美
野田　恵
足立　須香
柏原　誠
上田　敏幸
古里　貴士
大井　雅美
瀬戸　まなび
河野　宏樹
藤江　めぐみ
神長　唯

鈴木　大介
中村　絵乃
栂　章夫
岡地　武
新田　保次
荻野　亮吾
越山　健治
中島　圭子
村松　昭夫
多田 　修
岡野　嘉市
吉田　長裕

児玉　 泰江
藤原　光博
山本　啓二
川辺　友之
岩松　真紀
森脇　君雄
松富　 謙一

姫里ゲストハウスいこね＆くじらカフェへの
ご支援、お祝いありがとうございました

〒555-0013 大阪市西淀川区千舟1-1-1あおぞらビル４階
（TEL）06-6475-8885 （FAX）06-6478-5885
電子メール:webmaster@aozora.or.jp  http://aozora.or.jp/

住所：〒555-0025 大阪市西淀川区姫里2丁目3-13
URL：http://aozora.or.jp/icone-kujiracafe/

クラウドファンディングFAAVO大阪にてご支援いただいたみなさま
（2017年8月～10月）

黒田畳産業
ホソウヤ
谷口ファーム
NPO 法人西淀川
子どもセンター
あおぞら苑
清水　万由子
豊中松前昆布本舗
おおばこうむてん
岩本　一美
飛松　康雄
おうちカフェ

淀協友の会姫里支部
鹿島
片岡　法子
山本博工務店
CASEまちづくり研究所

お祝いや物品提供をくださった
みなさま

Special Thanks

宿泊料金
・1～2人／室での利用 3,500円

・3～4人／室での利用 3,000円

※相部屋でのご利用はありません。

予約フォーム
http://aozora.or.jp/icone-kujiracafe/reservation/
モーニング
500円（別料金・要予約）。くじらカフェで提供しています。

（敬称略・順不同）

（敬称略・順不同）

古民家提供
井上　善雄

「いこね」のマスコット
キャラクターです

りべら（L ib e l l a）はラテン語でトンボの意味です。あおぞら財団はトンボが飛び交うまちの再生を願って活動しています。

   　  特派員紹介＆西淀川マップ…1

   　  インスタグラムで「おもろいわ西淀川」を楽しもう！…2

にしよどがアートのまちになる日　みてアート2017…7

ぶらりとゆるりと西淀川めぐり　ありがとうみてアート編…8

西淀川記憶あつめ隊　山本一一さん…9

西淀川モノづくり会社　atelier Loji…10

ついに公害資料館連携フォーラムを大阪で開催しました…11

忙中一筆　松川修…12

姫里ゲストハウス「いこね」＆「くじらカフェ」オープン！…15

特集：おもろいわ西淀川

タイのアユタヤ遺跡に、長い年月を経て木の根に
包まれてしまった仏頭があるのをご存じですか？
なんと西淀川の野里住吉神社にも、木の根に包
まれてしまった玉垣が！（記事は４頁）
今号の特集「おもろいわ西淀川」のお勧めスポッ
トのひとつです。(撮影：坂井真紀)
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『りべら』で人気なのは、西淀川の街

の情報・歴史を発信する「ぶらりとゆ

るりと西淀川めぐり」「西淀川モノづ

くり会社」「西淀川記憶あつめ隊」と

いったコーナーです。でも、ホントは

西淀川ってもっと「おもろい」ところ

があるんじゃないの？ ということで、

今回は区民４人が特派員になって、

「おもろいわ」スポットを取材しまし

た！ ぜひ『りべら』片手に訪ねてみて

くださいね。

あおぞら財団で資料館スタッフ

として働いています。

西淀川の魅力を探していくと

西淀川っておもしろいなあ、としみじみ。

工場が並ぶすぐそばに昭和の住宅街や学校や

公園があります。その公園にはゼブラ柄（クセ強っ！）

の幼児用の滑り台があったり。

それが妙にしっくりくるのも西淀川の魅力です。

そんな西淀川の色々な顔を

愛情込めて紹介させてください。

あおぞら財団で

アルバイトをしています。

結婚を機に西淀川へやって来て約10年。

レトロなものと、お酒と、

激辛料理が大好きです。

西淀川区野里でcotea(コティ)という

手作りと暮らしの雑貨店を営んでいます。

あおぞら財団が事務局の「みてアート」にも

これまで参加してきましたが

今回、「おもろいわ西淀川」の記者として参加させて頂き、

西淀川区には楽しいところがもっともっと

たくさんある事をお届けできたらと思っています。

結婚して西淀川に

暮らすようになり10年になります。

小学2年生と幼稚園年中組の

男の子達のお母さんしています。

子どもと同じ目線で地域の

楽しいことを見つけて

一緒に楽しんでいけたら

いいなと思います。

あなたにとっての西淀川の「おもろいわ」を写真に撮って、
「＃おもろいわ西淀川」をつけて投稿してください。みん
なで西淀川の街の「おもろいわ」を発掘しましょう！　
https://www.instagram.com/omoroiwa_nis
hiyodogawa/

Facebookのコミュニティページ「おもろいわ西淀川」で
は、西淀川の街の面白さを写真で切り取って紹介してき
ました。インスタで投稿いただいた写真もアップしてい
きます。
https://www.facebook.com/omoroiwa/

インスタグラムで
「おもろいわ西淀川」を楽しもう！

3～6ページの「おもろいわ」スポットを示しています。
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西
淀
川
に
来
た
ば
か
り
の
頃
、方
向

音
痴
の
私
に
は
こ
の
煙
突
が
目
印

で
し
た
。ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
存
在
！

今
で
も
近
く
を
通
る
と
必
ず
見
上

げ
て
安
心
し
て
い
ま
す
。

野里温泉の煙突

野里神社の境内の木に玉垣が飲み込まれている！

（※玉垣（たまがき）とは神社の周囲にめぐらされる垣根

のこと）玉垣の上部がパックリ割れて、木にスッポリ

取り込まれていて、まるで野里のアユタヤ！？

新スポット、いやインスタ映え間違いなし！

野里のアユタヤ
野里住吉神社

阪神「福」駅から南に徒歩２０～３０分、大野川緑陰

道路を抜けた先に福の漁港があります。

淀川対岸の伝法とともに、大阪市内に残る数少ない

漁港の一つです。明治末期には約200軒（村 の戸数

の約半分）が漁業を行い、ハマグリ、サルボ貝などの

貝類の採取が有名 で「貝の福」として名が通ってい

たといいます。またウナギも福の漁師が専門に獲 っ

ていました。最盛期は大正初期から昭和10年頃にか

　　　けて。今でも、いかなご、ボラ、すずき、シジミ

　　　などを漁獲しています。

福の漁港（舟溜まり）

阪
神「
姫
島
」駅
す
ぐ
近
く
の
高
架
下

は
毎
年
冬
に
な
る
と
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
飾
ら
れ
、通
る
た
び
、ほ
っ

こ
り
と
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。

毎
月
第
4
土
曜
日
に
ハ
ッ
ピ
ー
バ

ザ
ー
ル
と
い
う
軽
食
な
ど
が
販
売
さ

れ
る
催
し
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、偶
然
通
り
か
か
っ
た
時
に

開
催
さ
れ
て
い
る
と
ラ
ッ
キ
ー
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ヒメナリエ

西
淀
川
に
公
園
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
が
あ
る
公
園
は
あ
ま

り
見
か
け
ま
せ
ん
。こ
ち
ら

の
中
島
公
園
に
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
が
あ
り
、敷
地
内

に
は
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ

り
ま
す
。バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
と
言
え
ば
屋
内
ス
ポ
ー
ツ

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

青
空
の
下
で
の
ゴ
ー
ル
も
気

持
ち
良
い
は
ず
で
す
！

中島公園

花
川
の
路
地
に
置
か
れ
て

い
る
一
旦
停
止
の
看
板
。ま

さ
に
！
そ
れ
！
通
る
た
び

い
つ
も
心
の
声
が
。

風
景
に
溶
け
込
み
過
ぎ
て

見
逃
し
て
し
ま
い
そ
う
な

年
季
の
入
っ
た
看
板
で
す
。

錆
び
て
傾
い
て
い
て
も
説

得
力
が
あ
り
ま
す
。落
と
し

物
の
手
袋
が
掛
か
っ
て
い

る
の
を
見
つ
け
ほ
っ
こ
り

温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

花川の
「止まれ」看板

「おもろいわ西淀川アワード2014」（『りべら』136号掲載）第1位

のこの「長―い押しボタン」。横断歩道までスッと伸びているこ

のスタイル…街に溶け込み違和感がありませんが、おもしろ

い！と１位なりました。その4年後の今の姿です。

なんと！気の利いた長い手は太く頑丈に補強され、押しボタン

と同色に変身していました！

地域の人に愛され大切にされている証拠です。

押しボタン
ビフォーアフター

西淀川区野里2丁目22-30

西淀川区花川1丁目

西淀川区姫島1丁目

西淀川区野里1丁目15-2

西淀川区大和田2丁目

西淀川区中島1丁目

4年後

佐々木特派員

佐々木特派員

佐々木特派員

坂井特派員

池田特派員

池田特派員

須藤特派員
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西淀川区百島２丁目



歌
島
の
住
宅
街
の
奥
ま
っ
た
な
ん

と
も
わ
か
り
づ
ら
〜
い
場
所
に
突

如
現
れ
る
、築
50
年
以
上
の
古
い

木
造
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
お
し
ゃ
れ
す
ぎ
る
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
。一
昨
年
O
P
E
N

し
ま
し
た
。古
い
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

の
ド
ア
を
開
け
れ
ば
、こ
こ
は
西

淀
川
区
？
と
、現
実
を
忘
れ
る
空

間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。歌
島
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
ぜ
ひ
遊
び
に
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
！

歌島のヨーロッパ　
SHABBY’S MARKETPLACE

初代天皇、神武天皇の遥拝所内にある石の碑であるという

ことから由来する『はじまりの碑』。

決断をして新たな出発を願う祈願所です。

帆立の絵馬にお願いごと（夢や目標、その期限も書くこと）を

書き、念じた玉を石碑の穴に通るまで投げます。

帆立絵馬は10～15年かけて風化させ、お祓い後、姫島神社

本殿の一部として使うそうです。

姫島神社 はじまりの碑

ア
パ
ー
ト
と
家
の
間
に

作
ら
れ
た
、ほ
っ
そ
い

道
路
。

マ
マ
チ
ャ
リ
一
台
が
ぎ

り
ぎ
り
通
れ
る
だ
け
の

道
幅
で
す
が
、近
所
の

方
は
ス
イ
ス
イ
通
っ
て

い
き
ま
す
。

手
が
壁
に
擦
れ
そ
う
な

ド
キ
ド
キ
ス
リ
ル
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い（
笑
）

ほっそい道路

田
蓑
神
社
の
本
殿
前
の
干
支
の
絵
馬
看
板
で
す
。

毎
年
変
わ
る
の
が
不
思
議
で
面
白
い
の
で
す
。

本
殿
手
前
右
の
壁
に
は
十
二
支
が
ず
ら
り
と
並

ん
で
い
ま
す
。毎
年
そ
こ
か
ら
そ
の
年
の
干
支
が

飛
び
出
し
絵
馬
看
板
に
納
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

本
殿
に
向
け
、子
、丑
、寅
、卯
・・・
と
順
に
並
ぶ
の

を
見
る
と
子
ど
も
の
頃
、昔
話
で
読
ん
だ
十
二
支

の
話
を
思
い
だ
し
ま
す
。撮
影
は
昨
年
末
で
し
た

の
で
、酉
が
出
張
し
て
い
ま
す
が
本
年
は
戌
が
納

ま
っ
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
に
し
て
看
板
か
ら
動

物
が
飛
び
出
し
絵
馬
に
納
ま
る
の
か
を
田
蓑
神

社
ま
で
確
か
め
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

JR「加島」駅からすぐ近くの竹島7丁目付近、

ここは山陽新幹線とJR東海道本線（東西線）、

阪神高速の3つが交差するという乗り物好きに

はたまらないミラクルスポットです。

乗り物マニア必見！
私の働く『あおぞら財団』のとある

パソコン…冬になると寒さのせい

で起動せず困っています。

ある朝出勤すると誰か優しい人が

マフラーをかけてくれていました。

寒がりの
パソコン

伝法大橋の手前の線路すぐ、「こんなところ？」に子どもた

ちのアートを発見。

淀川堤防沿い、伝法大橋へ渡ってすぐの壁面にある作品

達は、空や海や川の「青」がたくさん使われています。

少しの距離ですが癒される路です。

西淀川区歌島2-9-4

西淀川区姫島４丁目１４-２

ド
キ

ド
キ

ブ
ル

ブ
ル
ッ

西淀川区竹島7丁目付近

西淀川区野里2付近

西淀川区福町1丁目

西淀川区佃1丁目18-14

西淀川区千舟1-1-1
あおぞらビル4階

ようはいじょ

伝法大橋の
子どもたちのアート

佐々木特派員
た み の

坂井特派員

坂井特派員

池田特派員

須藤特派員

須藤特派員

須藤特派員

6 2018年2月号 52018年2月号

田蓑神社の
干支の絵馬看板

な
で
な
で

ポ
イ
ン
ト
！

大阪最古の狛犬

田蓑神社には

大阪最古の狛犬や、

前足に触れると宝くじが

当たると言われている

狛犬がいます。



ツラ刺身、タンすじ、ホルモ

ン盛り合わせ。

どれも柔らかく、上質で、

ついついビールがすすみま

す。和牛ハラミは一流高級

店並みのお

肉を提供。だけ

ど、お値段はどれ

もリーズナブル。「こだわって

いるのは、肉質です」と店長

さんが言うだけあって、食べた

後の幸福感はハンパないで

す。ナムル、ゴマの葉にぎり、

ユッケジャンクッパなど、お肉

以外も充実のお味です。四つ葉の

クローバーを目印に、どうぞ行ってみてください。

立呑処 大梁屋

のれんをくぐると、広々とした立

ち呑み空間が出迎えてくれま

す。戦前の建物を改築した

このお店。幅広のカウン

ターや通路、ゆったりした

厨房スペース、天井を見上げる

と、名前の由来になった大きな

梁があり、店の良さをいかし

たナットクの仕上がりで

す。「人々の触れ合い、出

会いを大切に」をモットー

に、店長とともに御幣島エ

リアを盛り上げよう！

焼肉・ホルモン よつば

(イラスト：とりやまひろこ)

ありがとう　みてアート（御幣島芸術祭）編

第22回

鎗
「みてアート2017」に初参加の飲食店。日本のシリコンバレー！？
「御幣島エリア」を盛り上げるスポットです。

所  西淀川区御幣島2-7-23
休　 月
営 火～土16:00～23:00
　 日16:00～22:00

☎  06-6195-9780

所   西淀川区御幣島2-7-21
営   17:00-23:00
☎   06-4808-1529

おおばりや
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5
回
目
と
な
っ
た
み
て
ア
ー
ト

2
0
1
7
。今
回
は
、「
ま
ち
〜
ま
ち
を
語

ろ
う
、歌
お
う
、踊
ろ
う
〜
」を
テ
ー
マ
に

2
0
1
7
年
11
月
3
日（
金
・
祝
）
、4
日

（
土
）に
開
催
し
ま
し
た（
主
催
：
み
て

ア
ー
ト
実
行
委
員
会
）。も
の
づ
く
り
の

街
・
西
淀
川
区
は
、か
つ
て
大
気
汚
染
な

ど
が
深
刻
化
し
、「
公
害
の
ま
ち
」と
も
呼

ば
れ
ま
し
た
が
、今
は
工
場
と
住
宅
が
共

生
し
、ま
ち
の
風
景
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。商
店
、事
業
所
、駐
車
場
な
ど
を

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
変
身

さ
せ
、み
ん
な
が
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る

機
会
と
し
て
み
て
ア
ー
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。絵
画
、音
楽
、雑
貨
販
売
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、グ
ル
メ
、ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
を
た
く
さ
ん
の
方
々
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら

は「
初
め
て
行
く
と
こ
ろ
が

多
く
て
、お
ど
ろ
き
と
楽
し
さ
が
あ
り
ま

し
た
」、「
町
の
あ
ち
こ
ち
で
何
か
や
っ
て

る
っ
て
雰
囲
気
が
楽
し
か
っ
た
」、「
い
ろ

い
ろ
と
つ
く
れ
て
楽
し
か
っ
た
」と
い
っ

た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
5

回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
毎
年
心
待

ち
に
し
て
い
る
」と
い
っ
た
声
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、2
日
間
と
も
お
天
気
に
恵
ま
れ
た

の
も
あ
っ
て
過
去
最
高
の
約
3
，0
0
0
人

と
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。最
後
に
、出
品
や

ご
参
加
い
た
だ
い
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、区
民

の
み
な
さ
ん
、会
場
を
提
供
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
、準
備
や
当
日
の
運
営
、撤
収
作
業

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、み
な
さ
ま
か
ら
の
感
想

や
意
見
、ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、実
行
委
員

会
で
検
討
す
る
予
定
で
す
。

イベント:11/3(金・祝)･4(土) 

アート展示:10/25(水)～11/4(土) 

全体参加者数:のべ3,000人 

スタンプラリー参加者: 778人 

拠点:30ヶ所（うちスタンプラ

リー拠点は15ヶ所）

出店:44店

主催：みてアート実行委員会

後援：西淀川区役所 

特別協賛：HOUSeNJOYおおばこう

むてん、セブン-イレブン西淀川税

務署前店、株式会社マルモット、一

般社団法人淀川勤労者厚生協

会、あおぞら財団

協賛：NPO法人西青会、国際ライ

フパートナー株式会社、こころラ

ボ、一信ジャパン、江崎グリコ株

式会社、黒字看板、スモカ歯磨株

式会社、太平段ボール工業株式会

社、野村興産株式会社、株式会社

PTS、株式会社メイプル

協力：アトリエヤマダ、西淀川区商店振

興協議会、西淀川区地域振興会、野里

本町商店街、野里住吉神社

助成：大阪市助成事業、共同募金配分金

事務局：公益財団法人公害地域再生セ

ンター（あおぞら財団） 

みてアート報告データ 

公式ホームページ

 http://miteart.blogspot.jp/

フェイスブック

 http://www.facebook.com/miteart

ツイッター

 http://twitter.com/miteart

ポ
ズ
ッ
ク
楽
団
と

ち
ん
ど
ん
パ
レ
ー
ド
！

巨大カマキリと

ゾウの競演

くじらカフェも

ギャラリーに

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

ラ
イ
ブ
！

駐車場にチョークで

 お絵かき「みんなの街」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
車
！

西淀川 10万人の写真展（歌島橋交差点地下通路）

西栄寺バンド

大
野
川
緑
陰
道
路
で

ド
ラ
ム
缶
ア
ー
ト

みてみてダンボールどうぶつえん

Bank de ART !!

今
回
は
、初
め

て「
も
と
歌
島
橋

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
」を
メ
イ
ン
会
場
と
し

ま
し
た
。そ
の
広
大
な
空
間
を
活
か
し
て
、

み
ん
な
で
大
き
な
作
品
を
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
り
、巨
大
カ
マ
キ
リ

等
の
作
品
展
示
、ラ
イ
ブ
や
フ
ー
ド
ブ
ー

ス
な
ど
の
多
種
多
様
な
催
し
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
、バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て

の
用
途
を
廃
止
し
た
後
は
、2
年
間
ほ
ど

閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。今
年
か
ら
は
、西
淀
川
区
地

域
振
興
会
が
月
に
1
回
、に
し
よ
ど
に
ぎ

わ
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ＪＲ
東
西
線
御
幣
島
駅
お
り
て
す
ぐ
で
、

西
淀
川
区
役
所
の
向
か
い
側
と
い
う
好

立
地
の
広
い
空
間
で
す
。こ
の
よ
う
な
場

所
を
西
淀
川
の
に
ぎ
わ
い
再
生
の
た
め

に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
ま
ち

の
移
り
変
わ
り
を
参
加
し
た
み
な
さ
ん

は
感
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

み
て
ア
ー
ト
は
、ア
ー
ト
を
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、参
加
者
み
ん
な
で
ア
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

今
年
初
め
て
行
っ
た
企
画
の「
み
て
み
て
ダ

ン
ボ
ー
ル
ど
う
ぶ
つ
え
ん
」。巨
大
絵
本
作
家

山
田
龍
太
さ
ん
を
招
待
し
て
、も
と
歌
島
橋

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
巨
大
な

ど
う
ぶ
つ
え
ん
を
作
り
ま
し
た
。カ
バ
や
ゾ

ウ
な
ど
の
形
に
切
り
抜
い
た
ダ
ン
ボ
ー

ル
や
巨
大
な
絵
本
に
、子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
思
い
思
い
に
絵
を
描
き

ま
し
た
。「
キ
ャ
ン
バ
ス
は

車
！
」で
は
、車
1
台
ま
る
ご

と
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し
て
、山

田
龍
太
さ
ん
と
一
緒
に
サ

フ
ァ
リ
カ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
絵
を
描
き
ま
し
た
。

ま
た
、好
文
学
園
女
子
高
等
学
校
の
み
な
さ
ん

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
も
と
、敷
地
を
囲
む
鋼
板

に
絵
を
描
く「
西
淀
川
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
！
」も
行
い
ま
し
た
。内
側
は
鋼
板

の
凹
凸
を
利
用
し
て
魚
を
描
き
、大
小
多
数
の

魚
が
泳
ぎ
ま
わ
る
壁
画
に
、外
側
は
西
淀
川
区

の
花
サ
ザ
ン
カ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
お
花
模

様
に
な
り
ま
し
た
。

他
に
、歌
島
橋
交
差
点
地
下
通
路
で
は「
西
淀

川
10
万
人
の
写
真
展
」、「
段
ボ
ー
ル
ア
ー
ト『
ま

ち
』展
」、大
野
川
緑
陰
道
路
で
は「
ラ
イ
ブ
ペ
イ

ン
ト 

ド
ラ
ム
缶
ア
ー
ト
」、セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

西
淀
川
税
務
署
前
店
で
は「
駐
車
場
に
チ
ョ
ー

ク
で
絵
を
描
こ
う
！
」と
い
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。ど
の
拠
点
で
も
た

く
さ
ん
の
人
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
っ
て
、み

ん
な
で
一
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。



10 2018年2月号 92018年2月号

病
院
の
仕
事
は「
西
淀
健
康
を
守
る

会
」の
仕
事
で
し
た
。地
域
の
人
た

ち
と
病
院
を
結
び
つ
け
る
た
め
の

活
動
で
し
た
。

◆
ま
ち
の『
な
ん
で
も
屋
』

健
康
を
守
る
会
の
活
動
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
何
で
も
や
る
」と

言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
街
の

問
題
、生
活
の
問
題
、ゴ
ミ
の
問
題
、

ど
ぶ
が
詰
ま
っ
た
と
か
、自
分
も
職

員
た
ち
も
な
ん
で
も
屋
だ
と
思
っ

て
い
た
」と
、当
時
を
振
り
返
り
ま

す
。「
当
時
の
西
淀
川
の
環
境
は
、雨

が
降
っ
た
ら
水
浸
し
に
な
っ
て
、環

境
が
よ
く
な
か
っ
た
」け
れ
ど
、そ

こ
で
解
決
で
き
る
問
題
は「
地
域
の

人
と
話
し
合
っ
て
、要
求
の
種
を
固

め
る
こ
と
を
や
っ
た
」と
の
こ
と
。

大
変
な『
な
ん
で
も
屋
』さ
ん
で
す

が
、「
現
場
に
入
る
こ
と
が
好
き
」だ

か
ら
続
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

周
辺
は
、当
時
が
ま
島
と
い
っ
て
い

た
が
、少
し
の
雨
で
も
浸
水
す
る
た

め
に
バ
ス
通
り
に
下
水
道
管
を
入

◆
結
核
を
患
い
西
淀
川
へ

山
本
さ
ん
は
、戦
後
す
ぐ
に
大
阪
の

浪
速
区
の
革
ベ
ル
ト
を
創
る
中
小

工
場
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、結
核

の
治
療
の
た
め
に
西
淀
病
院
に
入

院
し
ま
す
。足
掛
け
5
年
と
い
う
長

い
治
療
生
活
で
し
た
が
、そ
こ
で
看

護
師
の
哲
子
さ
ん
と
出
会
い
、結
婚
。

仕
事
も
、治
療
に
当
た
っ
た
林
喜
彦

医
師
か
ら
の
勧
め
が
あ
っ
て
、病
院

に
就
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

れ
て
も
ら
い
解
決
し
た
と
の
こ
と
。

今
の
西
淀
川
の
様
子
と
は
全
然
違

う
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

◆
第
二
室
戸
台
風
の
被
害
者

1
9
6
1
年
の
第
二
室
戸
台
風
で

は
、千
舟
大
橋
を
わ
た
っ
た
と
こ
ろ

の
堤
防
の
下
に
住
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、被
害
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

「
台
風
は
昼
過
ぎ
に
大
阪
を
通
過
し

た
が
、自
分
は
病
院
に
い
た
の
で
朝

か
ら
ベ
ッ
ド
移
動
な
ど
を
や
っ
た
。

一
段
落
し
て
昼
休
み
に
家
に
帰
る

と
御
幣
島
は
ど
う
も
な
い
の
に
大

和
田
が
水
に
浸
か
っ
て
い
た
。台
風

は
す
ぎ
た
か
ら
水
は
引
く
と
思
っ

て
い
た
。し
か
し
水
が
増
え
る
一
方

で
阪
神
電
車
の
軌
道
を
超
え
、泥
水

は
２
号
線
の
国
道
電
車
の
一
番
高

い
線
路
を
越
え
た
。急
ぎ
病
院
に
戻

り
職
員
に
足
止
め
を
伝
え
た
。夕
方

に
は
御
幣
島
全
体
が
冠
水
し
た
。古

河
鉱
業
の
堤
防
の
決
壊
が
原
因

だ
っ
た
。西
淀
川
は
地
盤
沈
下
で
、

１
〜
２
ｍ
下
が
っ
て
い
た
た
め
、出

来
島
・
大
和
田
等
は
着
の
み
着
の
ま

ま
で
避
難
し
た
。大
和
田
小
学
校
へ

６
千
人
、淀
中
へ
３
千
人
避
難
し
た
。

い
ろ
ん
な
地
域
が
孤
立
し
西
淀
病

院
も
孤
立
し
た
」と
の
こ
と
。水
は

2
週
間
も
ひ
か
ず
、筏
を
作
っ
て
移

動
す
る
な
ど
、大
変
な
状
況
の
な
か
、

困
難
を
潜
り
抜
け
た
そ
う
で
す
。

◆
被
害
者
の
救
済

堤
防
の
決
壊
の
責
任
を
求
め
て
、被

害
者
を
ま
と
め
て
、古
河
鉱
業
に
抗

議
し
ま
し
た
。東
京
の
本
社
に
も
掛

け
合
っ
て
、裁
判
に
ま
で
発
展
し
、

和
解
の
道
を
選
び
ま
し
た
。古
河
鉱

業
か
ら
は
見
舞
金
と
し
て
町
会
を

通
じ
て
二
億
円
を

超
え
る
お
金
が
入

る
こ
と
に
な
り「
地

域
の
人
々
に
還
元

し
て
く
れ
る
ん

だ
っ
た
ら
、和
解
し

て
も
い
い
と
い
う

立
場
だ
っ
た
」と
語

る
山
本
さ
ん
の
姿

勢
に
、西
淀
川
の
公

害
裁
判
の
源
流
を

見
て
い
る
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

西
淀
川
記
憶　
　
　

隊

あ
つ
め

西
淀
川
記
憶　
　
　

隊

あ
つ
め

シ
リ
ー
ズ

Vol.22

山
本
さ
ん
は
神
戸
生
ま

れ
の
88
歳
。「
ま
ち
づ
く

り
」と
い
う
こ
と
ば
が

一
般
的
に
な
る
前
か
ら
、

西
淀
川
の
街
づ
く
り
に

尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

2017年9月7日
聞き取り

林

歌
島
橋
交
差
点
の
西
側
、昔
な
が
ら
の
風
景
が
残
る
路

地
。も
の
づ
く
り
の
町
ら
し
く
、民
家
や
飲
食
店
と
と
も

に
、町
工
場
が
点
在
す
る
。そ
の
一
軒
。ど
ん
な
も
の
を

つ
く
っ
て
い
る
の
か
と
、中
を
の
ぞ
け
ば
巨
大
な
カ
ピ

バ
ラ
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
こ
ち
ら
を
じ
ろ
り
。

『
ア
ト
リ
エ 

ロ
ジ
』 

が
手
が
け
る
の
は
造
形
。遊
園
地
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
い
っ
た
施
設
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
、飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
の
立
体
的
な
看
板
な
ど

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
造
形
物
を
制
作
し
て
い
る
。先
ほ
ど

の
カ
ピ
バ
ラ
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
、静
岡
の
動
・
植
物
園

に
設
置
さ
れ
る
も
の
。広
島
の
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
に

飾
ら
れ
て
い
る
選
手
の
人
形
や
巨
大
な
ス
パ
イ
ク
と

い
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
も
こ
ち
ら
の
作
品
だ
っ
た
り
す
る
。

も
と
も
と
神
戸
の
造
形
会
社
に
勤
め
て
い
た
代
表
の
白

井
克
樹
さ
ん
。４
年
前
に
独
立
し
、か
つ
て
鉄
工
所
だ
っ

た
今
の
場
所
に 

『
ア
ト
リ
エ 

ロ
ジ
』 

を
開
い
た
。

「
以
前
か
ら
西
淀
川
に
住
ん
で
い
て
、家
の
近
く
に
、と

い
う
の
が
こ
こ
を
選
ん
だ
理
由
だ
っ
た
ん
で
す
。実
際

に
や
っ
て
み
る
と
、ま
わ
り
に
工
場
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、ち
ょ
っ
と
溶
接
し
て
ほ
し
い
と
か
、素
材
を
カ
ッ

ト
し
て
ほ
し
い
と
か
、す
ぐ
に
頼
め
る
あ
り
が
た
い
場

所
で
し
た
」。

造
形
の
仕
事
は
、大
別
す
る
と
F
R
P
や
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
で
形
を
つ
く
る
工
程
と
、素
材
や
設
置
場
所
に

合
わ
せ
て
行
う
塗
装
の
工
程
が
あ
る
。最
近
は
、こ
う
し

た 

『
ア
ト
リ
エ 

ロ
ジ
』 

の
技
術
を
知
っ
た
周
辺
の
人
た

ち
か
ら
、仕
事
を
頼
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
だ
。

「
こ
の
仕
事
は
、同
じ
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、毎
回
初
め
て
取
り
組
む
も
の
ば
か

り
。そ
れ
が
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
」。

技
術
と
ア
ー
ト
が
折
り
重
な
っ
た
造
形
の
世
界
。こ
こ

に
も
メ
イ
ド
イ
ン
西
淀
川
が
存
在
す
る
。

鉄でも木でもない、
造形という名の
ものづくり

スタッフは、白井さんを含めて3名。大きなプロジェクトの場合はフリーランス
の造形作家が加わることも。

スーパーの店内に展示される野菜や
フルーツの装飾を制作中。形を整え
てから、塗装の工程に移る。

塗装も造形の重要な要素。雨にも強い
特殊な塗装や、エイジング塗装など、
多彩な技術によって作品が生まれる。

カピバラの制作にあたって、最初に
作成したミニチュア。これを元に実
際の作品がつくられた。

atelier Loji : 住所／千舟2-2-27
電話／06-6475-1260
http://atelier-loji.com/

カピバラ＆チンパンジー＆白井さん。近年の造形業は、

3Dプリンタなどの技術革新によってクオリティが上が

る一方、スピーディさも求められているという。

取材・文：藤原武志

atelier Loji
アトリエ ロジ

活◆健

山本 一一 さん



人
生
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た

西
淀
川

大
阪
市
に
入
職
し
、約
４０
年
間
西
淀
川

区
役
所
で
勤
務
し
ま
し
た
。

良
し
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
私
の
人

生
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
の
が
西

淀
川
区
で
す
。

大
野
川（
今
の
緑
陰
道
路
）は
悪
臭
漂

う
ど
ぶ
川
で
、外
勤
に
は
マ
ス
ク
が
欠

か
せ
ず
、窓
を
開
け
て
い
な
い
の
に
机

上
の
書
類
が
汚
れ
、昼
も
ラ
イ
ト
を
つ

け
て
走
る
車
等
、５０
年
近
く
経
っ
た
今

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

工
業
専
用
地
域
指
定
反
対
、公
害
を
な

く
す
地
域
共
闘
、C
O
2

簡
易
測
定
運

動
、菜
の
花
行
動
な
ど
公
害
運
動
に
労

働
組
合
を
通
し
て
参
加
し
て
い
っ
た

の
も
必
然
で
、大
企
業
の
横
暴
や
不
条

理
さ
に
対
す
る
怒
り
の
原
点
で
す
。

ま
た
定
年
前
の
約
10
年
間
は
、西
淀

川
区
地
域
福
祉
計
画（
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
）づ
く
り
で
、地
域
に
入
り
、

区
社
協
、地
域
振
興
会
、民
生
委
員
協

議
会
、住
民
団
体（
あ
お
ぞ
ら
財
団
を

含
む
）を
巻
き
込
ん
だ
、新
た
な
街
づ

く
り
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
れ

が
社
会
福
祉
に
係
る
き
っ
か
け
に
。

こ
ど
も
た
ち
に
平
和
な
社
会
を

手
渡
す
た
め
に

定
年
後
、俗
世
間
を
離
れ
自
由
人
で 

（
秘
湯
の
旅
、百
名
山
巡
り
、読
書
に

耽
る
） 

と
思
い
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た

矢
先
、認
可
保
育
園
建
設
運
動
に
力

を
注
い
だ
社
会
福
祉
法
人
か
ら
理

事
就
任
の
声
が
掛
か
り
ま
し
た
。悩

ん
だ
末
に「
や
る
な
ら
本
気
で
」と

飛
び
込
ん
だ
社
会
福
祉
法
人
、あ
っ

と
言
う
間
に
６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
分
野
に
営
利
企
業
が
ど

ん
ど
ん
参
入
し
、社
会
福
祉
法
人
の

基
本
原
理
で
あ
る
、公
共
性
・
公
益

性
・
非
営
利
性
等
が
後
退
し
て
市
場

原
理
が
台
頭
し
て
い
ま
す
。子
ど
も

を
商
品
化
し
儲
け
の
対
象
に
し
て

い
る
の
で
す
。ま
た
憲
法
改
正
が
審

議
日
程
に
上
り
、子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
で
過
ご
せ
る「
あ
た
り
ま
え
」の

平
和
な
社
会
が
壊
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

憲
法
は
、国
民
の
希
望
で
あ
り
世
界

の
宝
で
す
。

吉
永
小
百
合
さ
ん
は『
憲
法
9
条
は

バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
に
大
切
な
も
の
。

絶
対
に
変
え
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

け
ま
せ
ん
』と
語
っ
て
い
ま
す
。

侵
略
戦
争
を「
な
ぜ
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
の
か
？
」と
責
任
を
問
い
ま
し
た
。

今
、私
た
ち
が
問
わ
れ
る
番
で
す
。

あ
な
た
は『
憲
法
を
変
え
て
戦
争
の

ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
か
？
』

憲
法
を
守
り
無
傷
の
ま
ま
で
子
や

孫
に
手
渡
す
た
め
に
、未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
。

「
手
渡
し
た
い
の
は
青
い
空
」の

願
い
を
受
け
継
ぎ

昨
年
か
ら「
あ
お
ぞ
ら
苑
」の
経
営
を

当
法
人（
社
会
福
祉
法
人
あ
ゆ
み
福

祉
会
）が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

命
を
か
け
て
闘
っ
た
患
者
・
家
族
み

な
さ
ん
の
思
い
を
ひ
と
つ
の
形
に

し
た
の
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー「
あ
お
ぞ
ら
苑
」で
す
。四
半
世

紀
に
及
ぶ
公
害
裁
判
闘
争
で
勝
ち

と
っ
た「
手
渡
し
た
い
の
は
青
い

空
」と
い
う
願
い
を
法
人
理
念
に
盛

り
込
み
、社
会
福
祉
・
地
域
福
祉
の

取
組
み
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、「
あ
お
ぞ
ら
財
団
」に
託
さ

れ
た
地
域
再
生
等
に
向
け
て
、理
事

と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
で
す
。

新
た
な
峰
に
向
か
っ
て

何
時
ま
で
も
青
春
で
居
続
け
る
た

め
に
、社
会
の
不
条
理
と
向
き
合

い
、子
ど
も
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
身

体
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
な
が
ら
、法
人

経
営
と
健
康
維
持
を
統
一
的
に
捉

え
、次
世
代
に
し
っ
か
り
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
、第
二
の
人
生（
新
た
な
峰
）を

謳
歌
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

う
れ
し
さ
半
分
・
ド
キ
ド
キ
半
分

事
務
局
所
在
地
で
の
開
催
と
な
り
、

う
れ
し
さ
半
分
、ド
キ
ド
キ
が
半
分

で
し
た
。こ
れ
ま
で
事
務
局
と
し

て
、各
地
域
の
調
整
で
走
り
回
っ
て

い
ま
し
た
が
、は
じ
め
て
自
分
た
ち

の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
ベ
ー
ス
に

し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
組
み
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。「
西
淀

川
・
公
害
と
環
境
資
料
館
」の
蓄
積

が
、他
地
域
の
方
々
に
ど
の
よ
う
に

映
る
の
か
、と
て
も
不
安
で
し
た
。

人
権
教
育
と
環
境
教
育
の
対
話

の
場
と
し
て

こ
の
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
か
っ
た

こ
と
は「
人
権
教
育
と
の
対
話
」で

あ
り「
語
り
部
の
見
直
し
」で
す
。公

害
と
い
う
題
材
を
使
っ
て
環
境
教

育
や
人
権
教
育
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、そ
の
両
者
が
参
加
し
て
、

「
公
害
」の
取
り
上
げ
方
を
議
論
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
害
資
料

館
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、環
境
教
育

の
専
門
家
が
多
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
が
、人
権
教
育
の
視
点
を
学
ぶ
こ

と
は
、こ
れ
か
ら
の
公
害
か
ら
学
ぶ

視
点
を
増
や
す
上
で
糧
と
な
る
と

考
え
ま
し
た
。

ま
た
、語
り
部
か
ら
学
ぶ
教
育
方
法

は
、公
害
だ
け
で
な
く
人
権
教
育
全

般
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。公

害
教
育
の
文
脈
で
、語
り
部
に
つ
い

て
議
論
を
す
る
と「
公
害
を
ど
う
伝

え
る
か
」に
焦
点
が
当
て
ら
れ
が
ち

に
な
り
ま
す
が
、語
り
部
の「
語
る
」

行
為
が「
喜
び
」と
な
る
か「
苦
痛
」

と
な
る
か
、議
論
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。人
権

教
育
が
盛
ん
な
大
阪
だ
か
ら
こ
そ

一
緒
に
考
え

る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は

な
い
か
と
、

希
望
を
抱
い

て
い
ま
し

た
。

西
淀
川
公
害
の
特
徴
と
地
域
再

生
の
蓄
積

蓄
積
を
見
て
も
ら
っ
た
の
が
、「
地

域
づ
く
り
」や「
資
料
保
存
」、「
企

業
」の
分
科
会
で
し
た
。大
気
汚
染

公
害
は
複
数
の
企
業
や
道
路
か
ら

の
複
合
汚
染
で
あ
る
た
め
に
、原
因

者
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
分

か
り
に
く
さ
を
抱
え
て
い
ま
す
。そ

の
分
か
り
に
く
さ
ゆ
え
に
困
難

だ
っ
た
和
解
に
つ
い
て「
地
域
づ
く

り
」の
分
科
会
で
共
有
し
、「
企
業
」

分
科
会
で
は
企
業
側
の
気
持
ち
を

学
生
か
ら
読
み
取
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
試
み
ま
し
た
。被
害
者
側
か
ら

の
視
点
の
み
で
は
見
え
に
く
い
企

業
の
論
理
を
、学
生
の
目
線
を
通
し

て
見
る
こ
と
で
、聞
く
人
た
ち
も
納

得
し
や
す
い
形
に
な
り
ま
し
た
。除

本
理
史
ゼ
ミ
生
、清
水
万
由
子
ゼ
ミ

生
の
が
ん
ば
り
は
、目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
、資
料
館
の
資
料
を
隈
な

く
利
用
し
て
く
れ
ま
し
た
。資
料
館

と
し
て
、資
料
を
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
機
会
を
作
り
だ
す
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。

報
告
書
作
成

結
果
と
し
て
は
、参
加
者
は
1
8
2

名
と
な
り
、多
く
の
人
と
熱
い
議
論

を
重
ね
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。現

在
、議
論
の
記
録
を
ま
と
め
て
お
り

ま
す
。議
論
の
中
身
を
知
り
た
い
方

は
、報
告
書
を
是
非
購
入
し
て
下
さ

い
。3
月
末
に
は
完
成
予
定
で
す
。

松川　修（まつかわ おさむ）
プロフィール：社会福祉法人
「あゆみ福祉会」理事長。2017
年6月よりあおぞら財団理事。

新
た
な
峰
に
向
か
っ
て

新
た
な
峰
に
向
か
っ
て

何
時
ま
で
も
青
春
で
居
続
け
る
た
め
に

何
時
ま
で
も
青
春
で
居
続
け
る
た
め
に

青
春
と
は
人
生
の
あ
る
時
期
を

言
う
の
で
は
な
く
、心
の
様
相
を

い
う
の
だ（
中
略
）

年
を
重
ね
る
だ
け
で
人
は
老
い
な
い

理
想
を
失
う
時
に
初
め
て
老
い

が
く
る（
中
略
）

人
は
信
念
と
共
に
若
く
　
疑
惑

と
共
に
老
い
る

人
は
自
信
と
共
に
若
く
　
恐
怖

と
共
に
老
い
る

希
望
あ
る
限
り
若
く
　
失
望
と

共
に
老
い
朽
ち
る

サ
ミ
エ
ル　
ウ
ル
マ
ン

「
青
春
の
詩
」か
ら
抜
粋

現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現り 現

12 112018年2月号2018年2月号

未
来
に「

希望
」を広げ

よう！公害資料館の
"わ
"

新
潟
・
富
山
・
四
日
市
・
水
俣

と
、2
0
1
3
年
か
ら
開
催

し
て
き
た
公
害
資
料
館
連
携

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
が
、第
5

回
目
で
よ
う
や
く
大
阪
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

地域づくり分科会にて森脇君雄名誉理事長と除本理史先生

大阪市立大学除本ゼミのみなさんの発表



あ
おぞ

ら  広場

【お問い合わせ】
ＴＥＬ : 06-6475-0111　ＦＡＸ : 06-6475-0114
ＵＲＬ : http://aozoraen.com/
運　営 : 社会福祉法人 あゆみ福祉会

ディサービスセンター

2006年10月1日にデイサービスセンターあおぞら苑は産声を上げました。
西淀川公害裁判で四半世紀命をかけて闘った患者さんや家族のみなさま
の思いが、ひとつの形になったのがデイサービスセンターあおぞら苑です。
公害患者さんも高齢になり日々の生活を援助するために、また地域のみな
さまが誰でも利用でき、「西淀川に住み続けて良かった。」と思えるように
との思いがたくさん詰まった場所にしたいと思い設立しました。

あおぞら御膳

あおぞらの湯

◆あおぞら苑（事業所番号 2791000090）
　〒555-0032 大阪市西淀川区大和田5丁目7番14号
　開所曜日：月曜日～土曜日（祝日は開所）    利用人数：１日18人

◆あおぞら苑Ⅱ（事業所番号 2771002173）
　〒555-0031 大阪市西淀川区出来島1丁目2番4号
　開所曜日：月曜日～土曜日（祝日は開所）   利用人数：１日25人
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公益財団法人 公害地域再生センター

あおぞら財団
Facebookページ
「いいね！」を
押してくださいね。

現在西淀川区内外約50箇所で、廃油
を回収しています。回収団体募集中。

年４回（季刊）発行の「りべら」は、あおぞら財団会員様をはじめ、西淀
川の公共施設・店舗など、様々なスポットに配布しています。あおぞら
財団の活動にご賛同いただける方からの広告の掲載を募集中です。
【りべら広告掲載費】
中面1/9頁：１万円／回、中面1/3頁：３万円／回、中面 全面：９万円／回
※お問合せ先：あおぞら財団まで　TEL06-6475-8885

今回もみてアート2017では、ドラム缶アートを行いました。
今回は、高校生たちが子どもたちに剣や犬などのバルーン
アートを作ってくれました。（2017.11.3撮影）

緑道散歩

ありがとうございます

広告

スタッフツィッター 編集後記

●入会

●お助けボランティア

笹田　和美
宮本　由貴
吉岡　秀紀
左成　志郎
岡村　裕成

●寄附・寄贈者
遠藤 宏一
山本 一一
長瀬 文雄
浜一事務機器販売株式会社
村松 昭夫
酒井 健一
藤江 めぐみ
清水 万由子
黒田 主税
飛松 康雄
樋口 はるか
神長 唯
外島保養院の歴史をのこす会

中島 敏子
大島 民旗
吉田 秀樹

岡村 裕成
宮本 由貴
吉田 秀樹
左成 志朗
岡崎 久女
山下 晴美
吉岡 秀紀

西淀川菜の花プロジェクト
～エコでつながる西淀川～

「りべら」に広告を掲載しませんか？

【廃油回収量】
総合計43,258ℓ

（2009年7月から2017年12月まで）

2016年度 4,123ℓ
2015年度 5,823ℓ
2014年度 7,064ℓ
2013年度 7,344ℓ
2012年度 6,472ℓ
2011年度 3,986ℓ
2010年度 2,509ℓ
2009年度 1,517ℓ 

読者の声

９月、くじらカフェオープ

ンの新聞記事。それがお

店との出会いでした。゙こ

こで働きたい！ﾞ直感で

そう思い、母と二人その

ままランチへ。その時、

聞かないと悔いが残る

と思い「バイト募集して

いませんか？」の質問。

お店側の求人とタイミン

グが合い働かせていただくことになりました。その後、あおぞら市で

「シースリーリトルガーデン」として以前から大好きだった多肉植物の

寄せ植えを販売するようになりました。くじらカフェの店頭でも販売

を兼ねて飾らせてもらっています。体に優しいパンやランチと共に自

分の作った物の近くで働けることにとても感謝しています。

お店で、ゆったり過ごされるお客様が多肉植物を観てほっこりされ

た時、私も嬉しくなり穏やかな気持ちになります。そんな素敵な時間

を「くじらカフェ」で過ごしませんか。お待ちしております。

西淀川区内を貫く全長3.8kmの大野
川緑陰道路。区民いこいの緑道の風景
を紹介します。

渡辺　志保（わたなべ しほ）

(2017年9月～2017年11月　敬称略・順不同）

[ くじらカフェ スタッフ ]

これまでFacebookで発信していた「おもろいわ西淀川」。
インスタならもっと自由に投稿できる！という特派員の
提案を受けてシフトチェンジです。「＃（ハッシュタグ）お
もろいわ西淀川」は、新たにどんな盛り上がりを見せる
か？とりあえずインスタ勉強します…。

一般財団法人淀川勤労者厚生協会 TEL 06-6471-0496　URL www.yodokyo.or.jp

・西淀病院
・のざと診療所
・千北診療所

・ファミリークリニックあい
・姫島診療所
・ファミリークリニックなごみ

・介護老人保健施設よどの里
・在宅総合センターらくらく
・社会医学研究所

WHO認証

広告
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